
〒 ₋

- -

- -

〒 ₋

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

年 月 日 ～ 年 月 日

自 年 月

至 年 月

上記の者の記載経験は事実と相違ないことを証明します。

・受講申込書の記入に関しては、各講習ごとに１枚の受講申込書が必要となります。

修了証に併記希望の方のみご記入ください

機体重量 トン

1.鉄鋼・機械製造　2.鉄工所　3.その他製造　4.建設　6.設備工事　7.管工事　8.電気通信工事　9.造園工事　10.解体リサイクル　11.塗装・看板工事　12.運送倉庫

13.リース・レンタル　14.小売・卸売・サービス　15.整備　16.人材派遣　17.農林水産　18.官公庁　19.学校・団体・組合　20.その他

機種名

メーカー及び型式

□ 車両系建設機械（整地・運搬・積込み

　及び掘削用）運転

□ 車両系建設機械（基礎工事用）運転

ヶ月

会 社 印 事 業 者 印

□ 普通自動車

□ 中型・準中型

□ 大型自動車

□ 大型特殊自動車

□ 移動式クレーン運転士

日

会社名

所有者

コース選定 受付者実施管理者教
習
所
確
認
印

受領サイン

教
習
所
記
入

修了証番号

第 号

運転経験期間 経験年数
事

業

主

証

明

（

必

要

な

場

合

の

み

記

入

）

所在地

事業者氏名

実務経験証明日　： 年 月

片桐機械株式会社教習センター長　殿

・受講申込書の各項目は、必ず黒ボールペン・黒インクで記入してください。（消えるペンでの記入は不可）

□ 床上操作式クレーン運転

□ 小型移動式クレーン運転

年 月 日

必要です）

高所作業車 玉掛け

　↓実務経験証明

年

□ フォークリフト運転

□ ショベルローダー等運転

□ 建設機械施工管理技術検定合格

□ クレーン運転士

□ デリック運転士

□ 揚貨装置運転士

□ 移動式クレーン運転士

□ 小型移動式クレーン運転□ 不整地運搬車運転

□ ショベルローダー等運転

□ 不整地運搬車運転

□ 車両系建設機械（整地・運搬・

　積込み及び掘削用）運転

　↓学科講習の一部免除をご希望の方のみご記入ください（資格証のコピーを貼付してください）

小型移動式クレーン 車両系建設機械（解体用）

□ フォークリフト運転

□ 車両系建設機械（解体用）運転

-

FAX 番 号

G-様式　5

技 能 講 習 受 講 申 込 書

・太枠内のみに必要事項をご記入ください。また、本人確認書類のコピーを貼付してください。

申込書記入日
フ リ ガ ナ

氏 名

住 所 都道
府県

生 年 月 日 年 月 日

・訂正箇所は、二重線（＝）で消してください。修正テープ等での修正は厳禁かつ無効です。また、訂正印は不要です。

（満 才）

フリガナ

旧姓を使用した
氏名または通称

勤務会社名

所 在 地

携帯電話連 絡 先

都道
府県

業　　種
当てはまる業種に

○印をつけてください

C

- - 自宅 -

ガス溶接

A

電 話 番 号

F

L

IH

車両系建設機械（整地等）

技
能
講
習
等

所
有
す
る
資
格
に
✓
印
を
お
付
け
く
だ
さ
い
。

□ デリック運転士

□ 揚貨装置運転士

□ 床上操作式クレーン運転

□ 玉掛け技能講習

□ 大型自動車

以下、免許は小型車両系建設機械

（整地等）運転特別教育の保有かつ

機械質量が3ｔ未満の車両系建設機械

の業務経験が3ヶ月以上ある方が条件

（運転免許証のコピー、事業主証明が

□ 普通自動車

□ 中型・準中型

高所作業車

免
許

□ クレーン運転士 □ 大型特殊自動車

←郵便番号を必ずご記入ください

D車両系（整地等）

車両系（解体）

玉掛け K

受 講 を 希 望 す る
コ ー ス の 数 字 に
○ 印 を つ け 、 日 程
を ご 記 入 く だ さ い 。

小型移動式クレーン B

写真
（4cm×3cm）

写真の裏面に氏名

を記入してください

上記の規定サイズで

貼付してください



　片桐機械㈱教習センターは、個人情報保護法を遵守します。当社は、個人情報保護方針に従い利用範囲等を明確にし、

2025年4月1日　　　改訂

2024年4月1日　初版発行

　取扱いには十分な注意と管理を徹底しています。

　・機械の情報については、車両系建設機械は｢機体重量(質量)｣を記入してください。また特別教育修了証または

　　特別教育実施証明書のコピーをご提出ください。

　　また、修了後に虚偽の経験証明であることが判明した場合は、修了証は失効（取消し）となります。

　・受講希望日が決まり次第Googleフォームより、ご予約ください。（詳細は別途パンフレットをご覧ください。）

　・受講申込書の原紙は当日ご持参ください。また、事前に貼付した本人確認書類と資格証の原本も当日ご持参ください。

　・デジタル印刷写真の場合は、鮮明な画像で印画紙を使用して印刷してください。印画紙系以外のコピー用紙等

　　の用紙を使用している場合や、画像データを埋め込み、印刷をしたものは認められません。

　・訂正箇所は、二重線（＝）で消してください。修正テープ等での修正は厳禁かつ無効です。

　　また、訂正印は不要です。

　・記入項目は、本人確認書類（住民票、自動車運転免許証、上記項目を確認できる公的機関発行の証明書など）

　・勤務先の会社の業種を受講申込書にある業種欄から選択し、○印をお付けください。

　②受講申込みに使用する証明写真は、無背景、無帽子、色付き眼鏡やサングラスは不可（目元が確認できること）

　　と同一であることをご確認ください。

　・助成金のご利用につきましては、2026年4月1日よりご利用可能となる予定です。予めご了承ください。

　③学科講習一部免除の申請をされる方は、免除の対象となる免許または技能講習等に✓印をお付けください。

　講習開始後の受講料の返金は一切承っておりません。予めご了承ください。

※18歳未満で受講の方は、別途同意書が必要です。

G-様式　5

　・顔の一部が影になっている、眼鏡に光が反射している、写真が折れ曲がっている、汚損している、写真サイズが

　　表記されている4cm×3cm以外のサイズの場合は再提出をしていただきます。

　　事業者による証明が必要です。

　・免除を希望する方は資格証のコピーを貼付してください。

　・講習科目、希望受講日、受講コースをご記入ください。

　・講習科目一部免除の申請に必要な資格証の原本は、講習の初日に受付係までご提出ください。

　①受講申込書の各項目は、必ず黒ボールペン・黒インクで記入してください。（消えるペンでの記入は不可）

　④受講されるご本人様は、ご自身の実務経験証明者にはなれません。ご本人様以外で実務経験を証明できる

　・本人確認書類のコピーを貼付してください。

　・車両系建設機械（整地等）の経験証明で免除を受ける方は事業主等でご証明ください。

　　胸上で顔が明確に判別できる受講前6ヶ月以内に撮影したものに限ります。

【受講申込書の記入について】

受講料についての注意事項

個人情報の取扱いについて

北海道労働局長登録教習機関

片桐機械株式会社
教習センター

（011）398-6577
（011）398-6588

〒061-1112
北海道北広島市共栄54-17

TEL

FAX

① ②

③

④

申込み手続きについて


